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合角度により任意の高さ・強度・剛性を有する屋根構面を

実現することもできるため，非常に汎用性が高い構造形式

と言える。また屋根仕上材については特に限定されるもの

ではなく，折板や ALC 版など一般的な屋根材料の適用が

可能である。 
 施工は工場で製作した平面トラスパネルを現場にて所要

のブロック単位で地組，そして揚重・軒梁への設置という

手順になる。屋根仕上材や仮設材を地組の際に鉄骨ブロッ

クに取り付けて揚重することも可能であり，従来構造の施

工に比べて現場作業の省力化（足場範囲縮小，高所作業量

低減など）を図ることができる。 

 

3. 適用検討 
3.1 適用対象 
 大スパン屋根を有する建築物として，清掃工場建屋を取

り上げ，そのうちのごみピット屋根部分への新形式トラス

構造の適用を検討した。当該部分はスパン 20～25m 程度

の大スパン屋根架構となり，通常，梁成 700mm 程度の H
形鋼大梁を主体とした構造となる。またごみピット上部外

周は，鉄筋コンクリート／鉄骨鉄筋コンクリート耐震壁構

造（以下，RC/SRC 造と略記する）または鉄骨ブレース構

造（以下，S 造と略記する）となるが，これは屋根面に作

用する水平力を耐震壁または壁面ブレースを介して下部構

造に伝達することが構造上重要となり，本構造に適した部

位であると言える。 
3.2 屋根材仕様および新形式トラス構造ディテール 
 屋根仕上材としては，清掃工場で一般的に使用されてい

る，折板と ALC 版の 2 種類を想定した。その際，新形式
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3.4 コスト比較 
 新形式トラス構造を採用した場合の従来構造とのコスト

比較を行った結果を Table 2 に示す。鉄骨工事費の算定に

当たっては，部材選定の結果，どのケースもそれほど鋼材

重量が変わらなかったこともあり，M 市清掃工場の現屋根

材仕様を折板ベースとした場合とケース 3 の鋼材重量を比

較対象とした。コスト比較の結果，屋根工事全体で従来構

造に比べ約 20%のコストダウン効果を確認した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4. 実大実験 
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4.3 実験方法 
4.3.1 載荷荷重 
 スパン 23m×柱間 11.5m×軒高
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4.5 適用検討 
 前項の評価モデルをもとに桁行き 36m 梁間 23m のトラ

ス屋根につき，風荷重（1522N/m2）に対して構面のたわ

みの評価を試みた。評価モデルは，前項で示した立体解析

モデルの A タイプとし，試験体と同一の部材構成とした。

モデルの境界条件は短辺の 3 軸方向変位を拘束，長辺は桁

行き梁によって支持し，梁のトラス支持部となる節点に荷

重を与えた。 
 解析結果は Fig.8 のとおりであった。図に示すように，

最大たわみは 15mm（スパンの 1/2400）と小さく，構面が

十分な剛性を保有することがわかる。 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.8 Analysis result of roof structure (36m×23m) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
5. おわりに 
 屋根構面に新形式トラス構造を適用することで，従来構

造に比較して，コストダウンと工期短縮が可能となること

を確認した。また，本構造が十分な剛性を有していること

と施工面でも問題のないことも確認できた。今後は清掃工

場に限らず，大スパンを有する構造物全般に適用範囲を拡

大して検討していきたいと考えている。 
 なお，本構造は Fig.9 に示すように，現在設計中のごみ

処理施設の屋根構造に実適用の予定である。 
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Fig.9 Application to the incinalation plant 


